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 部 局 名   
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－総括１－ 

 

新規事業及び重要事業総括表 

 

Ⅰ 総 額   

 

  【埼玉県流域下水道事業会計】 

区分 平成２７年度 平成２６年度 伸び率 

予算総額 ８１,３３１,７９１ 千円 ７６,０９２,０２５ 千円   ６．９％ 

 
収益的支出 ５０,３７４,７６３ 千円 ５０,６９０,２０８ 千円 △０．６％ 

資本的支出 ３０,９５７,０２８ 千円 ２５,４０１,８１７ 千円 ２１．９％ 

 

 

 

Ⅱ 主な新規事業及び重要施策                     （単位 千円） 

 

 １ 経営基盤の強化 
  Ｐ１  新規 下水道スマートエナジープロジェクトの推進          ６５２，０３０ 

 

 
 
 
２ 下水道施設の強靱化 

  Ｐ２     下水道施設の老朽化対策の推進                ８，６５２，９９１ 

 

  Ｐ３ 一部新規 下水道施設の震災対策の推進                ８，２５６，７８９  

 

 

 

 
 ３ 環境負荷の低減・資源循環の創出 

  Ｐ４ 一部新規 下水道事業における高度処理化の推進    規            ３５５，３６９ 

  

   Ｐ１  新規 下水道スマートエナジープロジェクトの推進           ６５２，０３０(再掲) 

 

 

 

 
４ 新たな成長を導く次世代ビジネスの振興 

  Ｐ５      下水道分野における水ビジネスの推進              １２，６０７ 

 

 

 

 

 



                                   新  規 

                 －１－ 

 

下水道スマートエナジープロジェクトの推進 

 
              担当 下水道管理課 政策企画・管理担当、建設担当 

       内線 ５４４８、５４５６ 

 

１ 目 的 

  人口減少社会においても流域下水道事業の安定的経営を図っていくため、バイ

オマス発電等による「創エネ」と、省エネ機器への転換による「省エネ」に取り

組み、下水処理施設の電力自給率向上と新たな収益の確保を図る。 

 

    

 

              

            

       

  

   

 

 

 

２ 事業内容 

  （１）バイオマス発電・太陽光発電の導入《創エネ》 

 固定価格買取制度（ＦＩＴ）を活用した官民連携により、下水汚泥の消化過 

程で発生するメタンガスを利用したバイオマス発電と、下水処理場の未利用ス 

ペースを活用した太陽光発電の導入に向けた設計・工事 
 

 ・バイオマス発電施設の設計・工事：元荒川水循環センター（桶川市） 

 ・バイオマス発電施設の調査・設計：中川水循環センター（三郷市） 

 ・太陽光発電設備の設計：小山川水循環センター（本庄市）外４ヶ所 

  

  （２）省エネ機器への転換《省エネ》 
 

 下水処理散気装置（気泡を発生）の転換：古利根川水循環センター（久喜市） 

 

３ 平成２７年度予算額         ６５２，０３０千円 

（１）バイオマス発電・太陽光発電の導入   ５６９，４６０千円 

 （２）省エネ機器への転換             ８２，５７０千円 

 

 

〈参考〉下水道事業の年間電気料金：約５０億円 

下水道スマートエナジープロジェクト 

  

  

  
電力自給率の向上 

新たな収益の確保 ＋   

経営基盤の強化 

温室効果ガス削減 

 
資源の有効活用 

創エネ 

省エネ 



                 －２－  

下水道施設の老朽化対策の推進 

   

          担当 下水道管理課 建設担当 

        内線 ５４５６ 

１ 目 的 

本県の流域下水道は、最も古い荒川左岸南部流域で供用開始から４０年以上が

経過するなど、施設の老朽化が進行している。 

重大事故の防止と予算の削減・平準化を図るため、下水道施設の計画的な改築・

更新を行う。当面は、耐用年数の短い機械・電気設備について長寿命化計画を策

定し、改築・更新を実施する。 

  

２ 事業内容  

 （１）下水道施設の改築・更新 

機械・電気設備を対象とした「長寿命化計画（平成２４～２８年度）」に基

づいた改築・更新工事 
 

 ・焼却炉の改築・更新工事：荒川水循環センター（戸田市） 

 ・次期長寿命化計画（平成２９～３３年度）の策定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）施設台帳システムの整備 

下水道施設の持続的で安定した維持管理を図るアセットマネジメントに向

け、流域下水道施設全体（管渠、処理場、ポンプ場）の維持管理情報を蓄積                 

したデータベースの整備（平成２６～２８年度） 
 

    ・下水道施設データの調査、整理、登録 

 

３ 平成２７年度予算額        ８，６５２，９９１千円 

 （１）下水道施設の改築・更新     ８，５２７，３１１千円 

 （２）施設台帳システムの整備       １２５，６８０千円 

長寿命化対策イメージ 
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                                                           一部新規 

－３－ 

下水道施設の震災対策の推進 

   

            担当 下水道管理課 建設担当 
            内線 ５４５６ 

 

１ 目 的 

本県の流域下水道施設は、耐震基準が強化された平成１０年度以前に建設された

施設が多く、大規模地震に対する耐震性が脆弱である。 

大規模地震発生時においても流域下水道がライフラインとしての機能を果たせ

るよう、流域下水道施設の耐震化と被災時の減災対策を推進する。 

 

 

２ 事業内容 

 （１）下水道施設の耐震化 

   大規模地震発生時にも市街地に汚水を滞留させないよう、汚水を処理場まで送

  る機能の確保を優先する「流域下水道総合地震対策計画（平成２６～３０年度）」

  に基づいた施設の耐震化工事 
  

  ・管渠の耐震化工事：新河岸川幹線（川越市）  

  ・ポンプ場のバイパス管建設：南部中継ポンプ場(さいたま市)  

     ※バイパス管：非常時に汚水を流すための代替ルート 

  ・水処理施設の耐震化工事：古利根川水循環センター(久喜市) 

 

 

 （２）防災拠点の整備【新規】 

 水循環センターが被災した場合に、 

迅速な応急復旧を指揮する防災拠点 

の整備(平成２７～２８年度) 
 

  ・災害対策室、防災倉庫の設置 

  ・応急復旧資機材の配備 

 ：元荒川水循環センター（桶川市） 

 

 

 

３ 平成２７年度予算額               ８，２５６，７８９千円 

 （１） 下水道施設の耐震化             ７，３７４，１３０千円 

 （２） 防災拠点の整備                 ８８２，６５９千円 

災害対策室イメージ 



                                 一部新規   

  －４－  

下水道事業における高度処理化の推進 

 

      担当 下水道管理課 政策企画・管理担当、建設担当 

            内線  ５４４８、５４５６ 

 

１ 目 的 

東京湾の富栄養化による赤潮・青潮の解消に向けて、東京湾流域の荒川や中川へ

放流している下水処理について、窒素やりんを除去する高度処理化を推進する。 

 

 

２ 事業内容 

（１）高度処理施設の建設 

    水処理施設の増設や改築・更新にあわせた高度処理化 
 

   ・水処理施設工事（平成２６～２８年度）：古利根川水循環センター（久喜市） 

 

（２）段階的高度処理の推進～東京オリンピック・パラリンピックの支援～【新規】 

  東京オリンピック・パラリンピックが開催される２０２０年までに、段階的高        

度処理を積極的に導入し、高度処理化率１００％を目指す。 

     ※段階的高度処理：汚水処理施設の大規模な改造をせずに運転方法を工夫することで、 

   ※  段階的高度処理：高度処理に準じた処理を行うもので施設の改築が不要 

             (平成２５～２６年度に実証実験済) 

  ※段階的 

   ・段階的高度処理導入計画の策定：新河岸川水循環センター（和光市）外１ヶ所 

 

 

                           

  高度処理化率  １７％（2014年） →  目標 １００％（2020年）  

 

 

 

３ 平成２７年度予算             ３５５，３６９千円 

（１）高度処理施設の建設           ３３４，７４７千円 

（２）段階的高度処理の推進           ２０，６２２千円 



 

－５－  

 
下水道分野における水ビジネスの推進  

 

担当 下水道管理課 政策企画・管理担当  

                 内線  ５４４８ 

 

１ 目 的  

 下水道分野における海外での水ビジネスを推進するため、タイ王国との信頼関係の構

築に向けてタイ下水道公社への技術協力を行う。 

 また、海外での事業展開を目指す県内企業の技術開発等を支援する。 

 

２ 事業内容 

（１）タイ王国への技術協力 

 タイ下水道公社への技術指導 
 

・技術指導員の派遣（２回） 

  シラチャ処理場、バンペイ処理場 

   ・実務研修生の受入（１回）   

 

  

      

  （２）海外での事業展開を目指す企業への支援 

○ 水・環境ソリューションハブによるＰＲ 

   海外の政府機関等の視察団を受け入れ、下水道行政に関するノウハウを提供

     するとともに、本県の下水道技術と海外展開を目指す県内企業をＰＲ 
   

       ※水・環境ソリューションハブ：  

        日本の水・環境インフラの技術と政策を海外に積極的に提供していくため、国土交通省が 

                 発足させたネットワークで、先進的に取り組む地方公共団体等が登録されている。 

                  

○ 水処理技術の支援 

      東南アジアにおいてニーズの高い「低コスト・高効率」の下水道処理技術の 

     研究を、県内企業との共同で行う。 
 

     ・省エネ型水処理技術の共同研究：小山川水循環センター（本庄市） 

  

 

３ 平成２７年度予算額                １２，６０７千円 

  （１）タイ王国への技術協力              １１，１４５千円      

  （２）海外での事業展開を目指す企業への支援      １，４６２千円 

現地技術指導 
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